
ニヨ
i

ヌ
カ

位
牌
を
立
て
、
明
Mm
二
年
前
察
院
夫
人
の
逝
去
し
た
一
一
興
宗
東
訴
に
鴎
ず
る
。
初
め
御
小
人
町
に
創
建
し
、

時
亦
そ
の
位
牌
を
安
也
し
、
斑
文
二
年
今
の
地
に
移
一
後
大
衆
兎
竪
町
に
移
。
、
報
い
で
今
の
腕
に
鱒
じ
た

さ
れ
て
寺
領
二
百
.bを
賜
は
り
、
日
延
宗
寺
院
の
顕
一
と
い
ふ
。

寺
た
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
事
保
三
年
四
局
六
一
=
ン
ズ
イ
ジ
マ
へ
仁
随
寺
前
金
棒
の
組
問
町
名
。

日
伽
蕗
焼
失
し
、
後
似
遣
と
な
り
、
文
化
十
年
之
を
一
仁
随
寺
の
前
通
り
を
い
う
た
。
明
治
四
年
四
用
戸
籍

再
建
し
た
。
も
と
培
聞
に
窃
取
院
・
信
入
院
が
あ
り
二
編
成
の
時
、

m丸
町
に
鴎
せ
し
め
た
。

前
者
は
慶
長
十
年
存
放
、
後
者
は
正
保
元
年
金
廓
の
一
-
-
ン
セ
イ
コ
タ
タ

-
-
C清
古
九
谷

J
F
イ
シ

建

立

で

あ

っ

た

が

、

今

は

存

せ

ぬ

@

一

ヨ

ウ

ジ

ュ

y
セ
イ
大
型
寺
仁
摘
。

-
-
ヨ
ラ
イ
ジ
如
来
寺
能
美
郡
河
合
に
在
っ
た
。
一
=
ン
セ
イ
ハ
任
醤
源
興
宗
東
涯
の
併
任
容
の

祇
陀
寺
文
様
貞
利
三
年
七
用
品
川
五
日
寄
巡
朕
の
鹿
瀬
一
一
就
い
た
宗
義
。
初
め
点
字
・
元
旅
の
交
能
突
郡
二
曲

村
内
瀬
切
野
の
問
主
に
、
『
南
限
御
堂
谷
井
如
来
寺
大
一
の
任
努
が
、
操
持
壁
間
見
事
織
川
島
笛
で
、
能
く
衆
民
の

門
大
道
』
と
あ
る
。
瀬
切
野
は
今
の
瀬
木
野
村
で
あ
一
一
報
信
を
得
た
か
ら
、
阿
波
の
併
徒
之
を
憎
み
、
任
寄

る
が
、
こ
の
如
来
寺
の
寺
屋
蚊
と
い
ふ
も
の
は
河
合
一
の
設
を
邪
法
で
あ
る
と
頚
ひ
た
。
本
願
寺
法
主
一
如
、

村
領
に
鴎
す
る
。
地
方
人
は
こ
L

に
瀬
木
野
山
安
日
一
乃
ち
小
総
本
提
寺
の
前
住
拘
寓
院
に
命
じ
、
任
需
を

坊
が
あ
っ
た
と
儒
へ
て
跨
る
。
一
伴
う
て
上
治
せ
し
め
、
能
化
列
座
の
前
に
於
い
て
法

--uaゥ
=

柳

J
カ
ツ
ミ
-
一
リ
ュ
ウ
勝
見
一
間
を
試
み
た
が
、
そ
の
言
ふ
腕
屯
も
非
法
で
な
い
こ

ご

抑

。

一

と

を

硲

め

た

。

然

る

に

年

用

を

終

る

に

従

ひ

、

嘗

て

-
-
ン
ヨ
ウ
仁
光
金
制
副
官
の
H
K
定
。
林
大
夫
光
一
是
認
せ
ら
れ
た
腕
僻
を
失
ひ
、
事
保
三
年
か
ら
本
村

守
山
援
の
曾
路
盟
問
次
郎
光
臆
の
四
男
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
及
び
石
川
端
吉
野
谷
各
部
wm
に
任
務
波
の
講
申
の
組

補
任
の
年
用
は
明
ら
か
で
な
い
。
て
織
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
再
び
異
端
で
あ
る
こ
と
を

Z

ン
シ
ョ
ウ
ジ
忍
性
寺
路
島
郷
土
川
に
在
つ
一
本
願
寺
に
訴
へ
る
者
が
あ
り
、
任
詩
は
途
に
河
北
郡

て
、
民
宗
東
振
に
崩
ず
る
。
一
に
越
さ
れ
て
そ
の
地
に
寂
し
た
。
後
任
努
振
は
滞
の

=
ン
ジ
ン
人
参
元
文
二
年
七
月
九
日
幕
府
か
一
般
禁
す
る
腕
で
あ
っ
た
。

ら
人
出
世
話
を
加
賀
滞
に
交
附
し
て
捕
mmを
命
じ
た
こ
一

Z

ン
ピ
人
非
澱
内
等
の
践
民
を
い
ひ
、
非
人

と
が
あ
り
、
一
一
一
年
十
一
周
十
日
に
は
又
交
附
せ
ら
れ
一
と
窓
味
を
異
に
す
る
。
寛
政
三
年
八

R
九
日
の
郡
翠

た
人
容
の
れ
症
を
金
搾
に
治
致
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
行
の
上
巾
践
に
、
『
卒
入
、
札
持
乞
食
に
期
成
候
と

次
い
で
箆
保
元
年
九
月
二
十
三
日
附
人
参
簡
を
江
戸
一
て
、
全
人
非
に
務
入
巾
に
而
も
無
御
座
、
等
wm
よ
り

か
ら
金
鍔
に
池
は
さ
る
L
に
就
ぎ
白
金
の
没
取
拭
が
一
非
人
に
制
成
巾
迄
之
単
に
御
座
候
べ
ば
、
是
鎧
之
逝

あ
り
、
同
三
年
十
周
廿
七
日
に
も
幕
府
よ
り
交
附
せ
一
共
身
一
代
等
取
立
人
等
有
之
、
出
悦
仕
候
而
も
敢
て

ら
れ
た
朝
鮮
人
参
二
十
械
を
金
格
に
法
致
し
た
こ
と
一
指
陥
巾
間
取
候
。
』
と
見
え
る
。

が
見
え
る
。
か
く
徳
川
音
宗
の
時
に
は
奨
励
を
怠
ら
一
ユ
ン
ボ
ウ
仁
鳳
加
賀
滞
士
橋
本
八
兵
衛
の
こ

な
か
っ
た
が
、
迭
に
成
功
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
一
子
。
路
島
郡
凶
鶴
滋
野
洞
宗
束
嶺
寺
側
成
に
就
い
て

Z

ン
ズ
イ
ジ
仁
隆
寺
金
湾
問
丸
町
に
在
っ
て
二
得
度
し
、
雲
外
の
室
に
嗣
法
し
、
藤
橋
の
貸
塔
寺
に

初
住
し
、
伊
勢
容
積
寺
・
京
都
の
無
恩
寺
に
特
じ
、

設
に
東
嶺
寺
什
三
慌
に
住
し
た
。
永
平
・
総
持
爾
本

山
の
三
次
問
題
に
関
し
て
樹
容
ふ
に
笛
り
、
仁
鳳
は

江
戸
の
寺
枇
奉
行
の
廷
に
赴
き
、
総
持
寺
を
し
て
有

利
の
結
果
を
得
し
め
、
蹄
闘
の
後
本
山
に
上
ら
ん
と

す
る
途
上
六
十
像
践
を
以
て
寂
し
た
。
時
に
安
政
六

年
七
用
。
仁
臨
壊
を
好
み
、
替
を
能
く
し
、
拶
庵
・

香
雨
又
は
築
五
隠
士
と
脱
し
た
。

Z

ン
ヤ
タ
ギ
ン
ヤ
タ
人
役
銀
役

普
秘
役
。

J
フ

y
y
ヤ

ク

ヌ

ヌ
カ
グ
チ
額
ロ
宮
地
論
の
長
享
二
年
高
尾
城

攻
擦
の
傑
に
、
安
音
源
左
衛
門
家
長
が
河
原
衆
八
千

人
を
寧
ゐ
て
額
口
に
陣
取
っ
た
と
あ
り
、
文
六
周
七

日
額
口
に
於
い
て
職
う
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

高
尾
城
に
封
す
る
額
口
は
、
石
川
郡
富
樫
庄
額
谷
方

面
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。

ヌ
カ
ク
マ
ヤ
シ
ヤ
額
熊
夜
又
白
山
富
斑
般
競

中
担
保
文
明
大
年
七
用
品
川
六
日
の
僚
に
、
富
樫
次
郎

政
親
と
弟
幸
千
代
と
の
容
に
際
し
て
、
守
秘
代
額
熊

夜
叉
が
幸
千
代
方
で
あ
っ
た
こ
と
を
載
せ
る
。
石
川

郡
額
谷
の
人
で
あ
ら
う
。

ヌ
カ
シ
チ
カ
額
七
ケ

J
オ
ホ
ヌ
カ
ゴ
ウ
大

額
郷
。ヌ
カ
シ
ン
ポ
額
新
保
石
川
郡
富
樫
庄
に
鴎
す

る
部
帯
。

ヌ
カ
セ
イ
ア
ン
額
百
庵
逝
癖
信
之
助
。
務
士

前
田
修
理
に
仕
へ
、
敏
感
に
長
じ
、
寛
政
七
年
跡
調

集
を
編
し
た
。

六
四
四

ヌ
カ
タ
ゴ
ウ
額
田
郷
江
蜘
伯
郡
の
古
郷
名
で
、

和
名
抄
に
『
額
問
、
奴
加
多
。
』
と
あ
る
も
の
で
あ

る
o
額
問
の
地
名
は
今

W
内
に
な
い
が
、
中
間
の
あ

る
の
は
そ
れ
の
越
で
な
い
か
と
い
ふ
設
も
あ
る
。

ヌ
カ
タ
シ
ョ
ウ
額
田
鹿
江
沼
郡
に
在
っ
た
。

建
内
記
嘉
吉
三
年
の
文
書
に
中
院
大
納
言
の
所
領
で

あ
っ
た
こ
と
が
見
え
、
越
智
賀
三
州
志
波
凶
慨
斑
に

は
、
額
問
庄
加
納
入
問
庄
が
一
止
治
元
年
か
ら
天
正
八

年
ま
で
中
院
家
領
で
あ
っ
た
と
も
記
す
る
。
文
康
正

二
年
諮
内
袈
段
銭
井
凶
役
引
付
に
、
『
四
質
文
朝
日
孫

左
術
門
殿
加
州
額
悶
庄
段
銭
。
四
質
文
朝
日
近
江
守

殿
加
州
額
悶
庄
段
銭
。
』
と
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
額
悶

庄
は
、
古
郷
の
額
問
郷
に
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ

る
が
、
今
そ
の
依
置
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
。

ヌ
カ
ダ
-
-
額
谷
石
川
郡
邸
機
庄
に
臨
す
る
部

帯
。
額
谷
は
富
樫
家
直
の
弟
家
忠
の
跨
た
m
別
で
あ
る
。

額
姉
藤
四
郎
用
家
も
家
忠
の
捌
で
あ
る
か
ら
、
こ
a
h

に
居
た
の
で
あ
ら
う
と
越
資
質
三
州
志
は
言
う
て
ゐ

る
。
富
樫
純
に
家
忠
を
額

mと
あ
る
の
で
、
江
泊
端

で
あ
る
と
す
る
設
は
認
で
あ
ら
う
。

ヌ
カ
ダ
-
-
イ
シ
額
谷
石
石
川
部
額
谷
か
ら
箆

ず
る
.
石
材
0
.石
英
組
商
岩
質
凝
灰
岩
で
、
得
灰
白
色

石
基
申
に
白
色
礁
を
混
じ
、
慨
脆
弱
で
あ
る
。

ヌ
カ
ダ
-
-
ガ
ハ
額
谷
川
石
川
郡
額
谷
領
山
の

商
谷
よ
り
流
れ
出
で
、
穣
水
を
集
め
、
下
は
商
泉
・

米
泉
領
で
伏
見
川
へ
wm
合
ふ
。
そ
れ
よ
り
下
流
は
古

保
川
と
唱
へ
る
。

ヌ
カ
ダ
Z
M
V
ヨ
ウ
額
谷
按
石
川
郡
額
谷
に
在

っ
て
、
富
樫
家
直
・
弟
家
忠
が
阿
佐
L
、
又
民
事
二

年
に
は
大
窪
家
長
が
賊
黛
を
寧
ゐ
て
殺
に
附
し
た
と

し
」
。ヌ
カ
ダ
-
一
ヤ
額
谷
屋
金
滞
河
南
町
ハ
今
片
町
〉

の
萄
家
で
、
倣
々
酢
の
酪
遣
を
換
と
し
、
そ
の
名
品

「


